総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ4　小課題番号4.1　氏名　水野　修（情報通信工学科）
注意：発表論文名・著書名　等

発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略）しても可能（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）。

著書

　該当なし

査読付き論文

　該当なし

国際学会論文（査読付も含む）

1. O.Mizuno, A. Takashi, K. Asatani, “Sustainable Operation Technologies for the Mitigation Information Network in Urban Area”, IEEE Region 10 Human Technology Conference 2013, in USB, Sendai, Japan, Aug., 2013.
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

　該当なし

招待講演
　該当なし

口頭発表

1. 池間優司，水野　修, 都市災害時における情報収集のためのデータ伝送方式の検討, 電子情報通信学会　第3回ネットワークソフトウェア研究会, Jan., 2014.

2． 隆　晃人,池間優司,淺谷耕一,水野　修, 都市災害を想定した情報収集配信ネットワークにおけるマルチホップ伝送品質の検証,電子情報通信学会技術報告,NS2013-，Mar., 2014.

3． 隆　晃人,池間優司,淺谷耕一,水野　修, 都市災害を想定した情報収集配信ネットワークにおけるマルチホップ伝送路の構築法, 2014年電子情報通信学会総合大会，B-6-1, Mar., 2014.

4. 芳根　歩,石川　誠,隆　晃人,水野　修, OpenFlowを用いた減災用長距離無線LANシステムの冗長構成, 2014年電子情報通信学会総合大会，B-6-3, Mar., 2014.
5. 海老澤亮丞,隆　晃人,水野　修, 減災情報ネットワークにおけるネットワーク管理システム, 2014年電子情報通信学会総合大会，B-6-4, Mar., 2014.
6. 三塚浩平,水野　修, 災害時を想定した道案内システムの位置推定誤差の影響評価, 2014年電子情報通信学会総合大会，BS-3-3, Mar., 2014.

外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
　該当なし

知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

　該当なし

各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

　該当なし

博士

　該当なし
博士０名
修士３名
学士２名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
